
2 7.ウラジロモミ,シラベ林の更新

t試験担当者

木料分場造林研究室長 兵頭正寛ほか

2•試験目的

強高山地帯における天然生林の更新技術を風立するために•更新初期の稚榭の発生涓笑とこれ 

に関係する環境との関係をあきらかにする〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

長野営林局王滝営林署管内に王滝天然更新肢験址を没定した。さらに同試濒内作6 0ブUッ 

卜を設置して酒生靜者を実施した。

4. 昭和4 5年度の技験計画

王滝天然更新就験地内の土埃•植生即査•除草剤散布,林床処理,稚樹究生调奁,種子の落下 

玳調査を実施する。
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2 8.上木被覆による寒害防止

1.試験担当者

北海道支場造林部擬 土 井 恭 次 ほか

本埸造林部•苗林第一研究室長 坂 上 幸 is ほか

照国支場進林研究室長 安 藤 ft ほか

九州支埸有牀部育林第一研究室 知 木 哲 夫 ほか

" 第二研究室

" 九州林木育種埸原理科矛

上

母

中 作次郎

善一

2•試験目的

北海游の疵地作では風衝の怡幣の少ないところでも・トドマツ,アカエゾマツ若幼令木の寒 

害が南方斜而に集中して発先しているが,これは士じようが舟期間凍結しているため根から地上 

部への水分補給が著しく阴罟されている。若幼話木が日射寡湿などが原因して強制的に脱水され 

るために枝莱おが乾燥枯死する,いわゆる寒乾害と考丸られ,その防止法としては,日かげが布 

効なことが推定される。本研究はこの寒乾害の機作の解明と械害と環境およぴ安傣耍因などを定 

豈的に把握し防止法を確立し普及K・もっていく。

&昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

商萩當林衆潮萩帝業区と 蹄営林署高崎申業区内に各々試験址を設定した。

°北海漁支弱

! 被皆の種類および粗糧 寒乾罟•トドマツ

2•実施経過

A) 核窖防止効果の実態調査

嬰害防止法をとりいれた,一般施業造林地について,環境,址布方法植栽方法の!瞬,

保護带被害の御資

B) 造林她の须嵌解析

寡磷地帯で毎年寒害が発生し,造林困樱な環境の気象耍素の解明(気温,湿度,風向・

限速)
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